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ニュージーランド・クライストチャーチ市において広がる食と人のネットワーク

－エディブルガーデンシティに向けた施策と現状－ 

Growing network of food and people in Christchurch, New Zealand: 

 Measures and current status towards “Edible Garden City” 

新保 奈穂美* 

Naomi Shimpo * 

The increasing severity of food crisis and social isolation and loneliness has spurred interest in the concept of the 

“edible city”, which seeks to address these challenges by fostering community engagement and promoting sustainable 

local food systems. This report delves into Christchurch, New Zealand, which aims to transform into an "edible 

garden city," providing insights into its policies and current status. Analysis of official documentation reveals a 

concerted effort to promote various initiatives such as home gardens, community gardens, food foraging, edible parks, 

school gardens, and farmers markets. Additionally, field survey has uncovered the cultivation of food and foraging 

activities in public spaces, contributing to the development of inclusive communities. 
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1. 調査の背景 

農産物の流通システムが世界規模に拡大した結果，環境負荷

の増大とともに，有事の際の食料危機が懸念されるようになって

いる。特に昨今では新型コロナウイルスのパンデミックによるサ

プライチェーンの混乱，異常気象による世界的な不作，ウクライ

ナ戦争による生産と輸出の混乱，そしてグローバルサウスにおけ

る食料需要増加により，食料高騰や調達リスク増が懸念されてい

る 1)。また，質の高い社会的つながりは人々の心身の健康と幸福

に不可欠な一方，社会的孤立と孤独は広く蔓延し，高齢者の 4

人に1人が社会的孤立を経験し，青少年の5～15%が孤独を経験

していると推定されている 2)。 

こうしたなか，エディブルシティ政策が各国の都市で進めら

れつつある。エディブルシティ（edible city）とは持続可能な地域

の食料システムの構築をめざす都市であり，環境や健康に配慮し

た食料自給を促し，コミュニティを活性化し社会的結束を強める

と期待される都市像の概念である 3) 4)。取り組みの紹介や情報交

換が行えるようエディブルシティネットワークも EU 支出のプ

ロジェクトにより作られている 4)。 

日本においてはエディブルシティを目指す自治体の取り組み

は目立たないが，神戸市の食都神戸など萌芽的な動きはある 5)。

そこで，世界の動向を参考に政策へ活かせるよう，本稿では古く

からガーデンシティ(1)と呼ばれ，近年では「エディブルガーデン

シティ」（Edible Garden City）を目指しているニュージーランド・

クライストチャーチ市のエディブルシティに関わる施策の内容

と，実際の都市の様子を報告する。 

2. 調査の方法 

エディブルガーデンシティにつながる施策の内容を，クライス

トチャーチ市議会がウェブサイト上で提供する情報や，関連論文

からを整理した。また，実際にエディブルシティに関する取り組

みがどのように行われているか探索的に明らかにするため，2024

年2月22日～24日の間，クライストチャーチ市内のコミュニテ

ィガーデンやフードフォレスト，果樹の多く残るレッドゾーン

（2010/2011年カンタベリー地震後に設定されたエイボン川沿い

の居住禁止区域）を訪問し，人々の活動の様子や空間的特徴を把

握した。また，現地の看板や，ガーデンコーディネーターおよび

活動参加者への聞き取りからその場所や活動に関する情報を把

握した。 

3. クライストチャーチ市のエディブルガーデンシティ政策 

3-1. フードレジリエンスポリシー 

クライストチャーチ市はエディブルガーデンシティを目指す

ため「フードレジリエンスポリシー」（Food Resilience Policy）を

2014年11月6日に市議会で採択した 6)。このポリシーで生み出

そうとしているものは，①健康と福祉，②緊密で自立したコミュ

ニティ，③生涯学習，④地域の食料経済の繁栄，⑤レジリエント

で持続可能な食料システム，⑥公共空間の管理，⑦クライストチ

ャーチのガーデンシティ遺産の称賛，⑧ 美しく生物多様性に富

んだガーデンシティの創出，の8つである。 

具体的な施策として，家庭菜園やコミュニティガーデン，食

料採集（food foraging），食べられる植物を植えた公園「エディブ

ルパーク」，学校菜園，ファーマーズマーケットの推進がなされ

ている。ウェブサイトに役立つ情報を掲載するほか，実際に取り

組みたい人のためにガイドラインやアドバイザーを設けている。 

3-2. 先駆的に存在したコミュニティガーデンの現状 

コミュニティガーデンの定義は市議会により「コミュニティ

の利益のために，人々が共同で耕す土地」（land gardened 

collectively by a group of people for the benefit of the community）とさ
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れている 7)。エディブルガーデンシティの一要素として位置づけ

られているが，この政策ができる以前からコミュニティガーデン

は存在している。ニュージーランドでは1970年代以降，都市人

口の増加や市街地の過密化，コミュニティ強化の必要性や食料生

産に関するニーズの高まりを背景に，コミュニティガーデンの人

気が高まりその数が増加した 8)。カンタベリー州コミュニティガ

ーデンズ協会のウェブサイトによると，現在46箇所のコミュニ

ティガーデンがクライストチャーチ市にあるとされているが 9)，

後述するニューブライトンコミュニティガーデンズのガーデン

コーディネーターによると実際にはなくなったものも含まれて

いたり，ほかに新しくできていたりするものもあるという。 

新しくコミュニティガーデンを公有地に創設したい人に向け

て，市議会はガイドラインを公開している 7)。そこで必要とされ

ているプロセスは次のとおりである。各プロセスに関する詳細な

アドバイスも記載されている。 

① 管理グループをつくる 

② ガーデンのビジョン，目的，運営ガイドラインを作成する 

③ コミュニティからの支援を得る 

④ 適切な場所を選ぶ 

⑤ 必要な資源，予算，資金調達方法を特定する 

⑥ （土地の使用あるいは貸借契約のための）ホストとなる非営

利法人またはトラストを創設または指定する 

⑦ 市議会への提案書を作成する 

⑧ 市議会の土地の使用許可書や賃貸借契約または覚書に署名

する 

 また，市議会は状況に応じて資金や現物の支援，市議会の承認

プロセスにおける手数料免除，公園やガーデンへの果樹の植樹，

手続きへの助言，広報活動，公園管理業者との調整，イベント支

援などを行える可能性がある旨もガイドラインに示されている。 

 既存のコミュニティガーデンも発展を続けており，2005 年設

立のニューブライトンコミュニティガーデンズ（図-1）では2016

年当初に著者が調査した当時にはあまり見られなかった果樹が

多く植えられたり，全盲・全ろうのアーティストのためのスタジ

オが設けられたりしていた。ガーデンコーディネーターによると，

犯罪歴があり社会復帰のためのコミュニティワークを行う必要

がある人の受け入れを続けており，何者か問われることなく受け 

 

 

【図-1】ニューブライトンコミュニティガーデンズ 

入れてもらえる場所であることから，必要期間を過ぎてもガーデ

ンに通い続けている参加者もいるという。食の拠点，そしてさま

ざまな人への居場所を提供する役割が強化されていることが伺

えた。 

 一方でレッドゾーンに広がる空き地の一部には新設のコミュ

ニティガーデンが登場した。多くの住居が取り壊され地域コミュ

ニティが弱まると思われるなか，新たなコミュニティ拠点となっ

ていた。たとえば，2015 年に設立されたリッチモンドコミュニ

ティガーデン（図-2）は，エコセンター（Riverlution Eco Hub）に

併設され，野菜の栽培だけでなく雨水活用や資材のリサイクル，

鶏やミツバチの飼育などのために参加者が定期的に集まる機会

が設けられていた。この活動は河川環境再生を図るオタカロ・エ

イボン川回廊再生計画（Ōtākaro Avon River Corridor Regeneration 

Plan）10)にも関わるものと考えられる。 

3-3. フードフォレストの登場 

 フードフォレストとは市議会の定義によればパーマカルチャ

ーの原理を応用した果樹園・森林のことであり 7)，市内では中心

市街地のエイボン川沿いにオタカロオーチャード（Ōtākaro 

Orchard）というコミュニティガーデン兼フードフォレストが作

られている（図-3）。これは市の中心部に地場産食品を提供でき

る拠点を作るというフードレジリエンスネットワークのプロジ

ェクトである。30もの団体から集まった約 200人が協力してコ

ミュニティガーデン設立のプロポーザルをつくり，2015 年にカ

ンタベリー地震復興庁（Canterbury Earthquake Recovery Authority: 

CERA）への入札に成功し，プロジェクトが実施された。「少し

取って，たくさん残す」（take a little, leave a lot）をモットーに，

誰もが食料にアクセスできることが目指されている。教育のため

のワークショップも定期的に行われており，内容はパーマカルチ

ャーやフードフォレストのデザイン，リジェネラティブな実践，

土壌の仕組み，コンポストなど多岐にわたる。2024年2月現在，

併設のインフォメーションセンターとカフェが建設中であり，完

成に向けた資金集めのため，寄付の呼びかけも行われている。 

3-4. 公共の場所における食料採集の推進 

 市議会は公共の場所における果物，木の実，野草，薬草の採集

も推進している。このため，公共の場所に生えている果物や木の

実がなる樹木のマッピング情報が公開されている 11)（図-4）。レ 

 

 

【図-2】リッチモンドコミュニティガーデン 
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ッドゾーンにもかつて住宅の庭であった場所に植えられていた

果樹や木の実がなる樹木が多く残されており，著者がエイボン川

沿いの同区域を歩く中でも果物を採集しようとしている人を数

名見かけた。 

 

4. まとめ 

本調査では，クライストチャーチ市のエディブルガーデンシ

ティ政策の内容を整理し，現場の実際の状況としてコミュニティ

ガーデンやフードフォレスト，レッドゾーン内の果樹の様子を探

索的に調査した結果，公共の場所での食料確保・採集が積極的に

推進されており，それに伴いコミュニティも育まれていることが

わかった。しかし，本稿は概要報告にとどまっており，他に施策

として推進されている家庭菜園やエディブルパーク，学校菜園，

ファーマーズマーケットについても状況を把握できておらず，網

羅的な報告にもなっていない。日本，そして他の国においても参

考にするため，詳細を網羅的に明らかにするさらなる調査が求め

られる。 

 

補注 

(1) エベネザー・ハワードの提唱するガーデンシティのコンセ

プトとは異なり，住宅の庭や公園の多い都市としてのガー

デンシティの意である。 

 

引用文献 

1) 小菅努 (2023),「“食の安全保障”に世界的危機 日本も要注

意」, エコノミスト, https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/ 

20230516/se1/00m/020/041000c, 2024.2.29参照 

2) WHO (n.d.), “Social Isolation and Loneliness”, https://www.who.int 

/teams/social-determinants-of-health/demographic-change-and-healt

hy-ageing/social-isolation-and-loneliness, 2024.2.29参照 

3) Sartison, K. and Artmann, M. (2020), “Edible cities – An innovative 

nature-based solution for urban sustainability transformation? An 

explorative study of urban food production in German cities”, Urban 

Forestry & Urban Greening, 49, 126604 

4) Edible Cities Network (n.d.), “About Us”, https://ediblecitiesnetwor 

k.com/consortium, 2024.2.29参照 

 

 

【図-3】オタカロオーチャード 

5) 新保奈穂美 (2021), 「農を通じた都市公園と地域コミュニテ

ィの再生－兵庫県神戸市の平野コープ農園の事例から」, 都

市計画報告集, 20, 154-156 

6) Christchurch City Council (n.d.), “Food Resilience Policy”, 

https://www.ccc.govt.nz/the-council/plans-strategies-policies-and-by

laws/policies/sustainability-policies/food-resilience-policy/, 2024.2. 

29参照 

7) Christchurch City Council (2016), “Christchurch City Council 

Community Gardens Guidelines “, https://www.ccc.govt.nz/assets/ 

Documents/Environment/Sustainability/CouncilCommunityGarden

sGuidelines2016.pdf, 2024.2.29参照 

8) Shimpo, N., Wesener, A. and McWilliam, W. (2019), “How 

community gardens may contribute to community resilience 

following an earthquake”, Urban Forestry & Urban Greening, 38, 

124-132 

9) Canterbury Community Gardens Association (n.d.), “Garden 

Directory”, https://www.ccga.org.nz/garden-directory/, 2024.2.29参

照 

10) 上林就, 福島秀哉 (2022), 「河川環境再生に向けた広域空間

計画における市民参加型検討プロセスの特徴－ニュージー

ランド・クライストチャーチにおけるオタカロ・エイボン川

回廊再生計画を対象として」, 都市計画論文集, 57(3), 

1257-1264 

11) Christchurch City Council  (n.d.), SmartView – Fruit trees, https:// 

smartview.ccc.govt.nz/data/fruit-trees/map, 2024.2.29参照 

 

注） 

本調査はJSPS科研費JP23H01575の助成を受けたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図-4】市議会が公開する果物や木の実がなる樹木のマップ 

（市議会ウェブサイトより 11)） 
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